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日 曜日 項　目 お問い合わせ  

５ 水

２ 日

９ 日

☆ 農業委員会　　　　　14：00～
農業委員会（☎内線 268）

★ 市内一斉清掃（P.６をご覧ください）

11 火

12 水

15 土 ★ ファーマーズマーケット　ふるさとにぎわい広場　９：00～12：00
農業振興課（☎内線 239）

23 日

25 火

☆ 教育委員会　　　　　13：30～
教育企画課（☎内線 4211）26 水

☆ 市議会本会議（一般質問）　　　　　10：00～
議会事務局（☎内線 503）

☆ 市議会本会議（一般質問）　　　　　10：00～
議会事務局（☎内線 503）

☆ 市議会本会議（最終日）　　　　　10：00～
議会事務局（☎内線 503）

★ イベントや催し　☆ 議会や委員会などを傍聴できます。
（日時は変更になる場合があります。事前にお問い合わせください）
　　　市役所本庁舎　　　　　にぎわいプラザ

６月の主な催しと会議日程６月の主な催しと会議日程
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人の動き （４月末現在・外国人を含む）
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男
女
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82,512 （+125人）
人40,018 （+84人）

人42,494 （+41人）
世帯29,618 （+134世帯）

（　）内は前月比

★ 六斎市（P.25をご覧ください）

★ 消防操法大会（P.９をご覧ください）
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「域学連携」地域活力創出モデル実証事業

 市民協働課（☎内線209）
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域学連携とは
地域と大学が協力し合うこと
　大学生と大学教員が地域の現場に入
り、住民とともに地域の課題解決や地域
づくりに継続的に取り組みます。学生の
もつ感性や行動力、大学教員の知識や経
験を生かし、地域の活性化や人材育成へ
とつなげます。

加子母を舞台に
調査・研究とテーマの実践
　加子母でこれまで営んできた森づく
り、木づかいの伝統や技を、木造建築実
習を通して学びます。また、芝居小屋・
明治座では、舞台芸術を学ぶ学生が地歌
舞伎役者や裏方に交じって道具の製作や
照明を担当します。このほか加子母の農
林業や地域文化の継承などの研究にも取
り組みます。

全国から
3000人の学生が参加します
　この事業には東洋大学・日本福祉大学・
名古屋工業大学・愛知学院大学・名城大学・
京都大学・立命館大学・京都造形大学・
武蔵野美術大学・東洋美術学校などの学
生が参加します。

地域と
大学にとってのメリット地域と
大学にとってのメリット
《地域のメリット》

・大学に集積する知識やノウハウを生かす
・不足する若い人材力を活用

・地域の活性化

《大学のメリット》
・実践の場が得られる

・教育、研究活動へのフィードバック

・学生や地域住民の人材育成

地域の現状
人口減少、少子高齢化、林業の衰退、
商店がなくなる

描くすがた
いつも学生が滞在している、
学生が調査・研究に訪れている、
学生が地域づくりに参加している

地域への波及
学生滞在による経済効果、
高齢化社会支援、地域文化の継承、
若者の定住・定着、ビジネスの起業

中京学院大学との連携も強化します
　中京学院大学とは、これまでもおいでん祭への参加や期日前投
票事務への従事などで「域学連携」を行ってきました。今後も中
学校の部活動へのコーチ派遣など、同大学の特色ある強みを生か
した連携をさらに進めていきます。
【写真】六斎市への参加（５月５日）
　中国人留学生による本場の水餃子とニラ餅や、「とりトマ丼」
の店を出店しました。
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